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総合振興計画 基本構想・基本計画

さいたま市





　さいたま市は、平成13年5月1日、浦和・大宮・与野の3市合併により埼玉県で初めて
の100万都市として誕生し、平成15年4月1日には、全国で13番目の政令指定都市への
移行を実現しました。
　政令指定都市として3年目を迎えた平成17年4月には、岩槻市との合併により、城下
町の歴史と文化という新たな魅力が加わり、個性豊かな大都市としての発展の可能性が
さらに広がることとなりました。
　こうした新たな魅力と発展の可能性を総合振興計画にも反映させるべく、このたびの
改訂を行いました。
　さいたま市誕生から数年の間にも、社会経済情勢は大きく変化しており、従来の拡大
成長の時代とは異なる視点からまちづくりを進めていくことが一層重要となっています。
また、分権型社会への取り組みが進む中、地方自治体として、地域の課題を自らの責任
において判断・決定していくことがますます求められてきています。
　本市は、この総合振興計画を、変化する時代において進むべき道標として、基本理念
である「市民と行政の協働」に基づき、市民に身近なきめ細かなまちづくりを進め、10区
が様々な彩りを競い合い、市民のだれもが住むことを誇りに思う理想都市の実現を目指
してまいります。今後とも市民の皆様の一層のご協力とご支援をお願い申し上げます。

　　平成18年1月

改訂にあたって
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1 総合振興計画策定の趣旨
序
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序

　平成12年4月に地方分権一括法が施行され、国と地方自治体は名実ともに対等・協力の新しい
関係に置かれることになりました。さらに、現在では、いわゆる「三位一体の改革」として地方税財
政制度改革が推進されており、市町村には、自ら政策を選択、決定し、自らの責任において都市づ
くりを進めることが求められています。
　このような状況の中で、本市は平成13年（2001年）5月1日に、浦和市・大宮市・与野市の3市合
併により、埼玉県下で初めての100万都市として誕生しました。
　地理的、歴史的に密接な関係にあった旧3市は、従来からほぼ一体的な生活圏を形成し、行政、
経済、芸術・文化の面で埼玉県を牽引する中枢的な都市圏として大きな役割を発揮してきました
が、合併により全国で第10位の人口規模を有する大都市となったことから、市民福祉の一層の向
上と首都圏の一翼を担う中枢都市としての飛躍が期待されています。また、平成15年（2003年）4
月1日には全国で13番目となる政令指定都市への移行を果たし、名実ともに埼玉県の顔として、県
内はもとより全国から視線が注がれるようになりました。
　本市ではこのような環境の変化を踏まえ、また、新しく誕生したさいたま市に対する市民の期待
に応えるよう、市民の意向を十分に反映しつつ、限られた財源を有効に活用し、地域の均衡ある発
展と市民生活の向上を図るため、さいたま市として初めての総合振興計画を策定しました。
　この総合振興計画は、本市の高度な都市機能と豊かな自然、地域に根付いた文化を生かしな
がら、活気に満ちた一貫性ある都市づくりを進めるための指針であり、今後は、その実現を目指し、
市民と行政がそれぞれの役割と責任を自覚して、協働による都市づくりに取り組んでいくものとし
ます。

　（平成17年（2005年）4月1日には、岩槻市と合併し、人口118万人の全国9番目の大都市とな
りました。この合併により、本市に、新たな魅力と可能性が加わったことから、総合振興計画の
改訂を行いました。）

1 総合振興計画策定の趣旨
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1  総合振興計画策定の趣旨

■ さいたま市の位置
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■ 各区の現況

　 面積（km2） 人口（人）

西　区 29.14 82,911

北　区 16.91 133,332

大宮区 12.75 107,082

見沼区 30.63 152,912

中央区 8.39 91,001

桜　区 18.60 91,891

浦和区 11.51 142,012

南　区 13.89 167,566

緑　区 26.51 105,387

岩槻区 49.16 111,683

さいたま市 217.49 1,185,777

（平成17年10月1日現在）
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2  計画の概要
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　総合振興計画は、長期的な展望に基づいて、都市づくりの将来目標を示すとともに、市政を
総合的、計画的に運営するために、各行政分野における計画や事業の指針を明らかにするもの
であり、市政運営の最も基本となる計画です。
　さいたま市総合振興計画は、本市の将来都市像や行政施策の大綱を掲げる「基本構想」、基
本構想に基づき各行政分野の施策を総合的、体系的に示す「基本計画」、基本計画に定められ
た施策を展開するため、具体的な事業を定める「実施計画」の3層から構成されています。

計画の構成と期間

■ 3層構造の総合振興計画

2 計画の概要

まちづくりの基本的な理念、目指すべき将来
都市像や行政施策の大綱を示すもの。目標年
次は平成32年度（2020年度）。

基本構想

基本構想

基本計画

実施計画

基本計画
基本構想に基づき、各行政分野における施策
を総合的、体系的に示すもの。計画期間は平成
16年度（2004年度）～25年度（2013年度）ま
での10年間。

実施計画
基本計画に定められた施策を展開するため、
個別の実施計画事業を定めるもの。計画期間
は平成16年度（2004）年度～20年度（2008
年度）までの5年間。

さいたま希望のまちプラン
ゆ め
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2   計画の概要

さいたま希
ゆ め

望のまちプランの構成

基本構想 基本計画

１　目的と期間

2　都市づくりの基本理念

●	市民と行政の協働
●	人と自然の尊重
●	未来への希望と責任

３　将来都市像

●	多彩な都市活動が展開される東日本の交流
拠点都市

●	見沼の緑と荒川の水に象徴される環境共生
都市

●	若い力の育つゆとりある生活文化都市

４　施策展開の方向

（1）	安らぎと潤いのある環境を守り育てる
（2）	子育てを応援し、だれもが健やかに安心し

て暮らせる
（3）	一人ひとりが生き生きと輝く個性を育む
（4）	人と環境に配慮した質の高い基盤をつくる
（5）産業の活力を高め、躍動する都市づくりを

進める
（6）安全を確保し、市民生活を支える
（7）理解を深めあい、多彩な交流を広げる

5　実現に向けて

（1）市民と行政の協働による都市づくり
（2）効果的で効率的な行財政運営による都市づ

くり
（3）さいたま市らしさを生み出す都市づくり

第1部　基本計画の策定にあたって

第1章　基本計画の目的と期間、構成
第2章　主要指標の見通し
第3章　都市構造の基本的な考え方

第2部　さいたま市らしさを生み出す都市づくり

●	「多彩な都市活動が展開される東日本の交
流拠点都市」に向けて

●	「見沼の緑と荒川の水に象徴される環境共生
都市」に向けて

●	「若い力の育つゆとりある生活文化都市」に
向けて

第3部　都市づくりの進め方

第1章　市民と行政の協働
第2章　将来を見据えた行財政運営

第4部　分野別計画

第1章	 環境・アメニティの分野
	 （安らぎと潤いのある環境を守り育て

る）
第2章　健康・福祉の分野
	 （子育てを応援し、だれもが健やかに

安心して暮らせる）
第3章　教育・文化・スポーツの分野
	 （一人ひとりが生き生きと輝く個性を

育む）
第4章　都市基盤・交通の分野
	 （人と環境に配慮した質の高い基盤を

つくる）　
第5章　産業・経済の分野
	 （産業の活力を高め、躍動する都市づ

くりを進める）
第6章　安全・生活基盤の分野
	 （安全を確保し、市民生活を支える）
第7章　交流・コミュニティの分野
	 （理解を深めあい、多彩な交流を広げ

る）

第5部　各区の将来像

西区　　　　　北区　　　　大宮区
見沼区　　　　中央区　　　桜区
浦和区　　　　南区　　　　緑区　　
岩槻区
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2  計画の概要

さいたま希
ゆ め

望のまちプラン

希
ゆ め

望のまちプランは

・	合併、政令指定都市移行に対応する、さいたま市としての初めての総合振興計画です。
・	この総合振興計画は、市民と行政の協働で策定しました。
　総合振興計画審議会答申でもうたわれているとおり、基本構想策定の初期の段階から、公募
委員による市民懇話会を開催するなど多くの市民参画を得、また市報やインターネット等により
広く意見を求め、さらに基本計画第5部「各区の将来像」では各区の区民会議の意見を尊重する
など、市民に開かれた計画づくりが進められました。

・	国の総人口が減少する中で、今後も人口の増加傾向が見込まれる、活力ある都市づくりの計
画です

基本計画では

・	合併後、初めて都市構造の基本的な考え方を示しました。
　2つの都心（大宮駅周辺・さいたま新都心地区と浦和駅周辺地区）を中心市街地として一体的
に整備していきます。また、日進・宮原地区、武蔵浦和地区、美園地区、岩槻駅周辺地区を副都
心と位置づけています。

・	埼玉県の「顔」として、また政令指定都市にふさわしい都市づくりを目指して、「さいたま市ら
しさを生み出す都市づくり」を重視しています。
　基本構想に掲げられた3つの都市像ごとに、地域の多彩な資源を積極的に活用し、市民の主
体的な活動を通じて、さいたま市らしさを生み出していくための都市づくりのポイントを示して
います。

・	市民懇話会や区民会議などの意見を尊重し、10の区に対応した「各区の将来像」を設定し
ました。

将来都市像


